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平成 25 年 4 月 12 日（金） 14 時 30 分 

 

ＴＫＰガーデンシティ札幌きょうさいサロン 

カンファレンスルーム Ｎー１ 

 



 
北海道コンクリート診断士会 

 
「第５回通常総会次第」 

 

開催日時：平成 25 年 4 月 12 日（金）  

開催場所：ＴＫＰガーデンシティ札幌きょうさいサロン  

【総会】 カンファレンスルームＮ－１  （４階） 

 

 「司会：事務局」 

 

１．開会の 辞                          14:30 

 

２．会長挨 拶 

 

３．議長選 出（会則 第 10 条（ ６）により 、会長が行 う）  

 

４．議案  

 ・第１号議案  平成 24 年度事業報告  

 ・第２号議案  平成 24 年度収支決算  

 ・第３号議案  平成 25 年度事業計画（案）  

 ・第４号議案  平成 25 年度収支予算（案）  

 ・第５号議案  役員の退任について  

 

５．その他 、質疑応答  

・日本コンクリート診断士会の活動状況  （事務局）  

６．閉会の 辞                          15:30 

 



平成 2４年度 事業報告 

 

１．第 4回通常総会（担当役員：得地、片山、神田） 

 平成 24 年 2 月 17 日（金）14:00～ 北海道立道民活動センター「かでる２．７」 

 ・総会  ①平成 23 年度事業報告 

      ②平成 23 年度収支決算 

      ③平成 24 年度事業計画（案） 

      ④平成 24 年度収支予算（案） 

      ⑤役員退任 

      ⑥会則（旅費規程）改定 

 ・会長挨拶  北海道コンクリート診断士会会長 上原 泰正 氏 

       （出席者：正会員 28 名、賛助会員（法人）4社、委任状：63） 

 

２．特別講演（担当役員：得地、片山、神田） 

 平成 24 年 2 月 17 日（金）14:30～ 北海道立道民活動センター「かでる２．７」 

 ・演題  「予防保全型維持管理の実施に向けた調査・診断ならびに補修対策の提案事例」 

 ・講師  日本データーサービス株式会社  設計診断部課長 木村 博史 氏 

（出席者：正会員 28 名、賛助会員（個人）2名、賛助会員（法人）9社（20 名）） 

 

３．診断士普及講習会 （担当役員：大内） 

 平成 24 年 3 月 27 日（火）9:30～ 北海道立道民活動センター「かでる２．７」 

 ・内容  コンクリート診断技術のポイント 

 ・講師  ㈱Ｃ＆Ｒコンサルタント 代表取締役社長 小野 定 氏 

（出席者：正会員 17 名、賛助会員（個人）2名、賛助会員（法人）7社（10 名）） 

 

４．第１回コンクリート診断技術研修会 （担当役員：大塩、神田） 

 平成 24 年 6 月 15 日（金）13:30～ 札幌コンベンションセンター 

 ・内容   ①「コンクリートの劣化と分析」 

       ②「コンクリート構造物の凍害劣化診断と耐用年数予測手法」 

 ・講師   ①北方建築総合研究所    谷口 円 氏 

       ②室蘭工業大学大学院教授  濱 幸雄 氏 

（出席者：正会員 42 名、賛助会員（個人）3名、賛助会員（法人）11 社（28 名）） 

 

５．第２回コンクリート診断技術研修会（担当役員：田畑、大内） 

 平成 24 年７月 28 日（土） 9:00～ 北海道職業能力開発大学校 

 ・内容  鉄筋コンクリートの診断・非破壊試験実習 

        「圧縮強度、動弾性係数の推定、鉄筋探査、ひび割れの測定、中性化など」 

 ・講師  北海道コンクリート診断士会副会長 田畑 雅幸 氏 

      北海道コンクリート診断士会事務局 大内 義仁 氏 

第 1 号議案 
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      日本データーサービス株式会社   山口 和朗 氏 

（出席者：正会員 13 名、賛助会員（個人）1名、賛助会員（法人）4社（6名）） 

 

６．現場研修会（中止） 

 平成 24 年 10 月 12 日（金）9:00～ 

 ・内容   浦幌炭鉱跡 

 ・説明者  浦幌町教育委員会館長 

・上記内容にて参加者を募りましたが、参加人数が少数のため中止としました。 

 

７．第３回コンクリート診断技術研修会（担当役員：種綿、秋山） 

 平成 24 年 11 月 9 日（金）13:30～ 札幌コンベンションセンター 

 ・内容   ①診断事例「46 年経過した建物の劣化調査・診断」 

       ②診断事例「コンクリートテスターの用法と海外でのコンクリート構造物の非破 

壊検査の現状」 

       ③診断事例「コンクリート構造物の劣化調査・診断、補修方法の検討」 

 ・発表者  ①北海道コンクリート診断士会副会長 田畑 雅幸 氏 

       ②日東建設株式会社         久保 元 氏 

③日本データーサービス株式会社   中谷 忠司 氏 

（出席者：正会員 25 名、賛助会員（個人）1名、賛助会員（法人）6社（9名）） 

 

８．役員会 

(1)第 1 回役員会（出席者：役員 9名） 

   平成 24 年 4 月 19 日（木）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①役員人事について 

        ②事業計画(案)詳細について 

        ③会員の加入状況について 

        ④その他 

(2)第 2 回役員会（出席者：役員 9 名） 

   平成 25 年 3 月 6日（水）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①平成 24 年度事業実績・収支決算について 

        ②総会前アンケートについて 

        ③総会・平成 25 年度事業計画(案)・収支予算（案）について 

        ④役員の退任について 

⑤その他について 

９．技術部会 

 (1)第 1 回技術部会（出席者：8名） 

   平成 24 年 6 月 14 日（木）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①メンバー交代（主査が、平山氏から田畑氏に交代、久保氏から中野氏に） 

        ②技術部会の活動目的、活動スケジュールについて 

        ③アンケート結果 
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 (2)第 2 回技術部会（出席者：8名） 

   平成 24 年 12 月 7 日（金）14:00～ 北海道コンクリート診断士会 事務局会議室 

   ・内容  ①新規メンバー紹介（片山氏、菅氏、高桑氏が加入） 

        ②コンクリート診断業務・補修工事の歩掛・積算基準の確立 

         ・見積り方法の統一（調査・診断業務、補修工事） 

 

10．広報活動 

 (1)ＪＣＩとの連携 

  本部挨拶：平成 24 年 11 月 29 日（木）専務理事、事務局長に協力依頼（大内） 

  支部挨拶：平成 24 年 7 月 10 日（火）横田支部長に協力依頼（田畑副会長・大内） 

(2)入会促進活動 

   平成 23 年 10 月 1 日（月）13:00～ コンクリート診断士更新講習会 北海道建設会館 

   ・内容  ①入会案内の配布 

 (3)講師派遣 

   平成 24 年 1 月 30 日（月）13:00～ 留萌建設協会オープンセミナー 留萌建設会館 

   ・内容  ①「コンクリート構造物の劣化変状と発生メカニズム」 

②「コンクリート構造物の調査・診断技術」 

   平成 24 年 4 月 12 日（木）15:00～ 岩田地崎建設グループ研修 北海道第二水産ビル 

   ・内容  ①「コンクリート構造物の調査・診断技術」 

②「コンクリート構造物の劣化変状と発生メカニズム」 

    平成 24 年 10 月 24 日（水）13:00～ 留萌建設協会オープンセミナー 留萌建設会館 

   ・内容  ①「コンクリート構造物の診断技術の向上」 

②「コンクリート構造物の耐久性および維持管理に向けた実施例」 

 

●平成 24 年度 事業計画、総括 

事業名（計画） 実施 未実施 

 第 4 回通常総会 ○ － 

 特別講演会 ○ － 

 コンクリート診断士普及講習会 ○ － 

第１回コンクリート診断技術研修会 
（コンクリートの劣化・分析、コンクリート構造物の凍害劣化 

診断と耐用年数予測手法 
○ － 

 第２回コンクリート診断技術研修会 
（鉄筋コンクリートの診断・非破壊試験実習） 

○ － 

第３回コンクリート診断技術研修会 
（コンクリート診断事例） 

○ － 

 現場研修会 ○ ○ 
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－１

1 活動名称 平成２４年度「第１回 コンクリート診断技術研修会」

※参加者 73名

2 実施日時 平成 24 年 6月 15 日（金）

13:30 ～ 16:40

3 担当幹事 大塩、神田

4-1 実施内容・名称-1 「コンクリートの劣化と分析」

4-2 上記概要（講義の概要） ・コンクリートの基本

・コンクリートの各種試験・分析

4-3 講師（氏名・所属会社名） 谷口 円 （北方建築総合研究所環境科学部）

5-1 実施内容・名称-2 「コンクリート構造物の凍害劣化診断と耐用年数予測手

法」

5-2 上記概要（講義の概要） ・積雪寒冷地における劣化

・凍害の診断（診断手法の現状）

・耐用年数予測（最近の研究から）

・診断手法確立に向けて

5-3 講師（氏名・所属会社名） 濱 幸雄 （室蘭工業大学大学院 教授）
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

6 実施状況写

真(1)

「コンクリ

ートの劣化

と分析」
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「コンクリ

ート構造物

の凍害劣化

診断と耐用

年数予測手

法」
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－１

1 活動名称 平成２４年度「第２回 コンクリート診断技術研修会」

※参加者 20名

2 実施日時 平成 24 年 7月 28 日（土）

9:00 ～ 16:00

3 担当幹事 田畑、大内

4-1 実施内容・名称-1 「鉄筋コンクリートの診断・非破壊試験実習」

4-2 上記概要（講義の概要） ・日東建設(株)保有機器のプレゼン

・10φ×20cm 試験体の非破壊・破壊試験の実験

・シュミットハンマーによる推定圧縮強度

（反発値 R＝底面３回打撃値の初回値）

・共振法による推定圧縮強度（Fc）・推定動弾性係数（Ed）

・Ｕ．Ｓ．Ｔによる推定圧縮強度（Fu）・推定動弾性係数

（Eu）（伝搬時間（Vp））

・ＴＩＣＯによる推定圧縮強度（Ft）

・ＰＵＮＤＩＴによる推定圧縮強度（Fp）

・アムスラー試験機よる実際の圧縮強度（Fc）

・圧縮試験終了後に割裂して中性化試験

・鉄筋探査機－１（電磁誘導法）による測定

・鉄筋探査機－２（電磁波反射法）による測定

・鉄筋腐食(キャニンミニ)の測定

・ひび割れの測定

・サーモグラフィ

・木材・無機質材料の含水率

4-3 講師（氏名・所属会社名） 田畑 雅幸（北海道コンクリート診断士会 副会長）

大内 義仁（日本データーサービス㈱）

山口 和朗（日本データーサービス㈱）
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

5 実施状況写

真
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－１

1 活動名称 平成 2４年度「第３回 コンクリート診断技術研修会」

※参加者： 35 名

2 実施日時 平成 2４年１１月 ９日 ～ 平成２４年１１月 ９日

１３：３０ ～ １６：４５ （札幌コンベンションセンター 207 会議室）

3 担当幹事 秋山護 種綿順一

4-1 実施内容・名称-1 「46 年経過した建物の劣化調査・診断」

4-2 上記概要（講義の概要） （１）キーワード

①コンクリートブロック、

②コアコンクリート強度、

③劣化調査・診断、

④鉄筋腐食、⑤中性化

（２）経年劣化コンクリートの性状、凍害劣化診断結果、凍害のメカニズム

等

4-3 講師（氏名・所属会社名） 田畑 雅幸 様 （ 北海道コンクリート診断士会副会長 ）

5-1 実施内容・名称-1
「コンクリートテスターの用法と海外でのコンクリート構造物の非破

壊検査の現状」

5-2 上記概要（講義の概要） （１）コンクリート強度の新しい検査技術の紹介

ＣＴＳ（ハンマ打撃によるコンクリートの圧縮強度推定装置（非破壊））

（２）従来から使用しているリバンウンドハンマの課題と、ＣＴＳの比較

（３）ＣＴＳによる検査例及び、構造物の健全性評価手法等

（４）海外の非破壊検査の現状

5-3 講師（氏名・所属会社名） 久保 元  様 （ 日東建設株式会社 ）        

6-1 実施内容・名称-1 「コンクリート構造物の劣化調査・診断、補修方法の検討」

6-2 上記概要（講義の概要） （１）現地調査結果による、構造物の劣化原因の推定

凍害・塩害・強度不足 → 中性化・鉄筋腐食

（２）補修・改良工法の選定例

6-3 講師（氏名・所属会社名） 中谷 忠司 様 （ 日本データーサービス株式会社 ）  
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事業活動（研修会・講習会等）実施報告書－２

7 実施状況写真

司会

「46 年経過した建物の劣化調

査・診断」
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「コンクリートテスターの用

法と海外でのコンクリート構

造物の非破壊検査の現状」
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「コンクリート構造物の劣化

調査・診断、補修方法の検討」
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「「  現現場場技技術術者者能能力力向向上上セセミミナナーー  」」＜ＣＰＤＳ認定講座＞  
 

 開 催 の ご 案 内  
 
 建設投資の縮減等による厳しい時代が続く中、建設現場における現場革新および現場総合力の向上は

必要不可欠です。また、コンクリート構造物の診断技術の向上や維持管理に向けた専門技術の向上も重

要であると確信しています。 

 その中で今回は建設現場で中心的な役割を担っている現場技術者および関係者、建設業関連に携わっ

ている方を対象としました「現場技術者能力向上セミナー」を企画しました。ぜひご参加、ご活用して

頂きますよう、よろしくお願いいたします。 

  なお、本セミナーはＣＰＤＳ対象セミナーとして、（社）全国土木施工管理技士会から認定をいただ

いております。                       ＜留萌建設協会 会長 堀口 亘＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ○ 申込方法 
   参加希望者は、平成24年1月25日（水）までに、参加申込書にご記入し、ＦＡＸにてお申込くだ
さい 
 

  ○ 申込先 
   株式会社クラーク総研 ＦＡＸ 011-518-1188 
 

  ○ 問い合わせ先 
      株式会社クラーク総研（鈴木） TEL 011-518-1121 
  

１ 開催日時：平成 24 年 1 月 30 日（月）10：00～16：00 

２ 開催場所：留萌建設協会（留萌市寿町 2 丁目） 

３ 参加対象者 

       ◇ 現場技術者および現場施工に携わっている方 

     ◇ その他、建設業関連に携わっている方 

４ 受講料：無 料 （CPDS：４～５ユニット予定） 
      ※受講終了後に「ＣＰＤＳ受講証明書」をお渡しいたします 

５ 講座の内容および講師 
 

   （１）「コンクリート構造物の劣化・変状と発生メカニズム」 

      講師：北海道コンクリート診断士会 木村 博史 氏 
 

   （２）「コンクリート構造物の調査・診断技術」 

      講師：北海道コンクリート診断士会 大内 義仁 氏 
 

   （３）「これからの現場技術者に求められるもの 

～現場技術者のリーダーシップの発揮とコミュニケーション手法～ 」 

      講師：株式会社クラーク総研 代表取締役 前田 正秀 
 

   （４）「これからの現場技術者に求められるもの 

～現場技術者の組織運営と部下育成手法～」 

      講師：株式会社クラーク総研 代表取締役 前田 正秀 

＜ 1/30 現場技術者能力向上セミナー 参加申込書 ＞ 

会 社 名：                電話番号：                
 
氏 名：                氏  名：                
                      
氏   名：                氏  名：                

◇  主 催     留萌建設協会    ◇ 実施機関   株式会社 クラーク総

研

平成 23 年度 留萌建設協会オープンセミナー
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北海道コンクリート診断士会

回答数；43% 回答数；8% 回答数；58% 回答率：62/144＝43%
§１．研修会について
1 事業実績の評価について
(1)診断士普及講習会 28 11 39
　①非常に役に立った 7 25% 3 27% 10 26%
　②役に立った 18 64% 6 55% 24 62%
　③あまり役立っていない 3 11% 2 18% 5 13%
(2)診断技術研修会 31 12 44
　①非常に役に立った 13 42% 3 25% 16 36%
　②役に立った 15 48% 1 8 67% 24 55%
　③あまり役立っていない 3 10% 1 8% 4 9%
(3)ＨＰ情報発信 44 13 58
　①非常に役に立った 4 10% 0 4 7%
　②役に立った 31 70% 1 10 77% 42 72%
　③あまり役立っていない 9 20% 3 23% 12 21%

2 研修会事例報告の可否について
(1)7月上旬 3 1 4
(2)8月下旬 3 2 5
(3)10月上旬 2 1 3
(4)11月下旬 3 1 4

3 事例報告の内容について
(1)診断事例 3 1 4
(2)補修事例 1 1 2
(3)その他 3 1 4

4 研修会内容への要望
10 1 4 15

§２．現場研修会について
1 研修会への希望について
(1)対象・ジャンル 23 1 6 30
(2)見学場所・地域 12 1 5 18
(3)開催時期 18 1 7 26
（4)その他 2 0 2

2 見学可能な施設について
(1)有る 0 0 0 0

§３．検査機器による実習について
1 調査・診断機器の実習 40 14 55
(1)開催希望・参加 21 53% 1 8 57% 30 55%
(2)不参加 17 43% 5 36% 22 40%
(3)開催不可 2 5% 1 7% 3 5%

§４．その他および当会への意見要望
1 懇親会の開催について 41 13 55
(1)賛同・参加 28 68% 1 9 69% 38 69%
(2)不参加 13 32% 3 23% 16 29%
(3)開催不可 0 1 8% 1 2%

2 当会への意見・要望
5 2 7

平成25年3月4日

質問事項 正会員 賛助・個人 賛助・法人

平成25年度事業計画アンケート調査結果
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●研修会内容への要望事項
1 最新診断技術等の実習
2 補修工事の事例報告
3 劣化要因・対策
4 海外における先端診断技術の視察研修
5 札幌以外での開催
6 CPD登録（昨年度第3回より既に実施）
7 診断実習、補修材料・工法選定・実施工見学
8 補修材料の選定方法
9 建築物劣化事例

10 トンネル事故
11 最新調査機器研修、補修・補強の基準（各機関）
12 資格取得のバックアップ、最新技術の発表
13 コンクリート作業の注意事項・工夫等
14 補修材料・工法・事例、不具合発生時の対応方法
15 非破壊試験演習

●現場研修会への希望
1 原発施設
2 新・旧ダム
3 建築物（集合住宅等）
4 橋梁、道路構造物
5 橋梁上部工補修補強工事
6 トンネル
7 擁壁、ボックスカルバート
8 電力関係
9 河川構造物

10 道内における被災後の構造物
11 東日本大震災被災施設
12 歴史的建築物（保存技術・維持管理）
13 ひび割れ・凍害事例
14 補修・補強工事
15 診断実習、補修材料・工法選定の実施見学
16 電気化学的補修工事
17 札幌近郊
18 道央
19 道東
20 道南
21 海外
22 道外
23 6月～10月の開催希望が多い

●当会への意見・希望
1 トンネルコンクリート関連事故に対する老朽化対策の提言
2 積極的な入会促進ならびに広報活動の推進
3 会員向けメールマガジンの発信
4 当会の認知度が低い、発注者および第三者機関との協力推進
5 会員のジャンル・地域性を活用した技術部会の編成
6 北海道特有の診断、補修に関する標準化
7 診断の目的、構造物別などの区分、フローなど統一見解となるような指針
8 有効性の高い材料情報（浸透系含浸材、注入材）の発信
9 コンクリート管理の最新情報・会員へのメール発信
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１．収入の部

項　　　　目 予算額 決算額 比較 記　　事

　会費 円 円 円

個人   5,000円/人 518,000 598,000 80,000 正107人,賛助 10人,他 6人

法人  30,000円/社 780,000 780,000 0 法人会員 26社

　前年度繰越金 1,278,523 1,278,523 0

　預金利息 199 291 92 銀行利息（２月、８月）

　検査機器の試験実習会費 78,000 60,000 △ 18,000 3,000円×20人

　現場研修会費 28,000 0 △ 28,000 中止

　補助金（北海道） 367,500 299,100 △ 68,400

　外部講師 0 166,800 166,800

収入の部合計 3,050,222 3,182,714 132,492

２．支出の部

項　　　　目 予算額 決算額 比較 記　　事

円 円 円

　１）第１回技術研修会（6月15日） 94,000 167,419 △ 73,419

会場費 24,000 15,530 8,470 札幌コンベンションセンター

講師料 60,000 60,000 0

雑費 10,000 91,889 △ 81,889

　２）第２回技術研修会（7月28日） 170,000 138,287 31,713

会場費 50,000 40,472 9,528 北海道職業能力開発大学校

講師料 110,000 75,000 35,000

雑費 10,000 22,815 △ 12,815

　３）第３回技術研修会（11月9日） 94,000 104,276 △ 10,276

会場費 24,000 15,935 8,065 札幌コンベンションセンター

講師料 60,000 73,200 △ 13,200

雑費 10,000 15,141 △ 5,141

　４）診断士普及講習会（3月27日） 260,000 157,000 103,000

会場費 40,000 20,000 20,000 道民活動振興センター（かでる２・７）

講師料 120,000 100,000 20,000

旅費（講師） 70,000 33,900 36,100

雑費 30,000 3,100 26,900

　５）講演会（2月17日） 36,080 30,280 5,800

会場費 10,000 0 10,000 総会会場費に含み

講師料 11,000 25,000 △ 14,000

旅費(講師) 5,000 0 5,000

雑費 10,080 5,280 4,800

　６）現場研修会（中止） 95,000 0 95,000

謝礼 20,000 0 20,000

バス代 55,000 0 55,000

雑費 20,000 0 20,000

　７）総会費（2月1７日） 60,000 8,750 51,250

会場費 10,000 8,750 1,250 道民活動振興センター（かでる２・７）

旅費（来賓） 50,000 0 50,000

　８）外部講師費 0 166,800 △ 166,800

講師料他 0 166,800 △ 166,800

　９）前年度研修会費 73,553 73,763 △ 210

印刷費 73,553 73,763 △ 210 道民活動振興センター（かでる２・７）

10）前年度ＨＰ更新費 250,000 180,472 69,528

更新ならびに運営費 250,000 180,472 69,528

11）事務費 200,000 81,353 118,647

12）日本コンクリート診断士会負担金 51,000 50,287 713

13）その他予備費 1,666,589 0 1,666,589

支出の部合計 3,050,222 1,158,687 1,988,807

  平成24年　北海道コンクリート診断士会　決算書

収入3,182,714円-支出1,158,687円=次年度繰越金2,024,027円

第2号議案
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平成２５年度 事業計画（案） 

 

１．研修会 （会則４条（１）コンクリート診断技術の向上のための活動） 

 （１）コンクリート最新技術に関する研修 

 （２）調査・診断、非破壊試験機器の研修 

 （３）会員の診断・補修工事に関する実施例報告 

 （４）補修・補強材料、工法等の各種協会との情報交換ならびに連携 

 （５）診断・補修工事における積算・歩掛の確立（技術部会） 

 （６）建設業界における認知度向上に向けた広報活動の推進 

 

２．現場研修会 （会則４条（１）コンクリート診断技術の向上のための活動） 

 ◇診断・補修工事、土木遺産、大規模プロジェクト（土木・建築）の見学 

 

３．講演会 （会則４条（２）コンクリート診断士の品位保持に関する活動） 

 

４．診断士普及講習会 （会則４条（３）コンクリート診断士制度の普及） 

 

事業計画工程表（過年度実施・今年度（案）） 

 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 10 月 11 月 

H23 年 

1 日 

③（総会） 

 

31 日 

④ 

 
 

 

10 日 

① 

24 日 

試験 

30 日① 

 
18 日 

② 

25 日 

① 

H24 年 
17 日 

③（総会） 

下旬 

④ 

 

 
上旬 

① 

22 日 

試験 

上旬 

① 
 

下旬 

① 

H25 年   
上旬 

③（総会）

中旬 

④ 

上旬 

① 

21 日 

試験 

上旬 

① 

下旬 

① 

上旬 

② 

下旬 

① 

 

第 3 号議案 
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１．収入の部

項　　　　目 本年度予算 前年度決算 比較 記　　事
　会費 円 円 円

個人   5,000円/人、2,000円/人 583,000 598,000 △ 15,000 正 104人、賛助 11人、他4人

法人  30,000円/社 750,000 780,000 △ 30,000 法人会員 25社

　前年度繰越金 2,024,027 1,278,523 745,504
　預金利息 300 291 9 銀行利息（２月、８月）

　検査機器の試験実習会費 78,000 60,000 18,000 3,000円×26人

　現場研修会費 40,000 0 40,000 2,000円×20人

　補助金（北海道） 0 299,100 △ 299,100
　外部講師 110,000 166,800 △ 56,800 建設協会オープンセミナー

収入の部合計 3,585,327 3,182,714 402,613

２．支出の部

項　　　　目 本年度予算 前年度決算 比較 記　　事
円 円 円

　１）第１回技術研修会（6月上旬） 174,000 167,419 6,581
会場費 24,000 15,530 8,470 札幌コンベンションセンター

講師料 75,000 60,000 15,000
雑費 75,000 91,889 △ 16,889 資料作成、お茶他

　２）第２回技術研修会（7月上旬） 155,000 138,287 16,713
会場費 50,000 40,472 9,528 北海道職業能力開発大学校

講師料 80,000 75,000 5,000
雑費 25,000 22,815 2,185 資料作成、お茶他

　３）第３回技術研修会（8月下旬） 124,000 0 124,000
会場費 24,000 0 24,000 札幌コンベンションセンター

講師料 75,000 0 75,000
雑費 25,000 0 25,000 資料作成、お茶他

　４）第４回技術研修会（11月下旬） 124,000 104,276 19,724
会場費 24,000 15,935 8,065 釧路建設会館

講師料 75,000 73,200 1,800
雑費 25,000 15,141 9,859 資料作成、お茶他

　５）診断士普及講習会（5月中旬） 209,000 157,000 52,000
会場費 24,000 20,000 4,000 札幌コンベンションセンター

講師料 120,000 100,000 20,000
旅費（講師） 40,000 33,900 6,100
雑費 25,000 3,100 21,900 資料作成、お茶他

　６）講演会（4月上旬） 40,000 30,280 9,720
会場費 0 0 0
講師料 30,000 25,000 5,000
雑費 10,000 5,280 4,720 資料作成、お茶他

　７）現場研修会（10月上旬） 85,000 0 85,000
謝礼 20,000 0 20,000
バス代 55,000 0 55,000
雑費 10,000 0 10,000

　８）総会・懇親会費（4月上旬） 110,000 8,750 101,250
会場費 40,000 8,750 31,250
雑費 70,000 0 70,000

　９）外部講師費 110,000 166,800 △ 56,800
講師料他 110,000 166,800 △ 56,800

10）前年度研修会費 73,553 73,763 △ 210
印刷費 73,553 73,763 △ 210

11）前年度ＨＰ更新費 100,000 180,472 △ 80,472
更新ならびに運営費 100,000 180,472 △ 80,472

12）事務費 300,000 81,353 218,647
13）日本コンクリート診断士会負担金 51,000 50,287 713
14）その他予備費 1,929,774 0 1,929,774

支出の部合計 3,585,327 1,158,687 2,544,188

平成２5年　北海道コンクリート診断士会　予算書（案）

第４号議案
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：変更

役　　　職 平成24年度 平成25年度（案）

会 長
上　原　泰　正

（北日本港湾コンサルタント㈱）
上　原　泰　正

（北日本港湾コンサルタント㈱）

副 会 長 田　畑　雅　幸 田　畑　雅　幸

幹 事
大　塩　進　一

（新太平洋建設㈱）
大　塩　進　一

（新太平洋建設㈱）

幹 事
神　田　貴　尚
（㈱山田組）

神　田　貴　尚
（㈱山田組）

幹 事
得　地　幹　男
（㈱濱谷建設）

得　地　幹　男
（㈱濱谷建設）

幹 事
種　綿　順　一

（大成ロテック㈱）
退任

幹 事
奈　良　義　明
（ＨＲＳ㈱）

奈　良　義　明
（ＨＲＳ㈱）

幹 事
片山　貴大

（大北土建工業㈱）
片山　貴大

（大北土建工業㈱）

幹 事
菅　睦三

（㈱フロンティア技研）
菅　睦三

（㈱フロンティア技研）

幹 事
高桑　史郎

（㈱フジ土木設計）
高桑　史郎

（㈱フジ土木設計）

監 査 役
中　村　信　之

（（財）港湾空港建設技術
サービスセンター　北海道支部）

中　村　信　之
（（財）港湾空港建設技術

サービスセンター　北海道支部）

監 査 役
秋　山　　護
（㈱ホッコン）

秋　山　　護
（㈱ホッコン）

事 務 局 長
大　内　義　仁

（日本データーサービス㈱）
大　内　義　仁

（日本データーサービス㈱）

役　員　名　簿　（案）

備考

第5号議案
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一般社団法人 日本コンクリート診断
訪問者

  

日本コンクリート診断士
会 
    事務局 
 
 〒185-0012 
 東京都国分寺市 
   本町2-23-3 
  

    
    E-mai :  
 info@jcd-net.or.jp 

Top → 活動記録2011 

●24年度業務発表会 平成25年1月29日 
 
   第1回東京コンクリート診断士会，日本コンクリ
ート診断士会共催の業務発表会が 
  下記要領で，67名が参加し開催されました。発
表会の報告書は，会員専用ページ 
  「議事録他」に掲載しています．また，各演題
の発表内容は，会員ページに入り， 
  下記のテーマをクリックしてください。 

   1. 日時：平成25年1月29日(火) 13：30～16:00 
   2. 場所：日本コンクリート工学会 会議室 
   3. 発表会プログラム 
    (1) 開会挨拶 
    (2) 演題：センサ付RFIDを用いた構造物診断技術 
    (3) 演題：電磁波レーダ探査ごとの取得データ特性
について 
    (4) 演題：コンクリートダムの堤体点検と評価につい
て 
    (5) 演題：石川県のASR劣化コンクリート橋の対策に
ついて 
    (6) 演題：塩害補修対策の内、電気防食工法の最
新事例 
    (7) 演題：コンクリート構造物調査・診断業務事例 
    (8) 事務局からのお知らせと閉会挨拶 

●24年度見学会 平成24年11月22日～23日 
 
    第7回東京+静岡コンクリート診断士会共催の見
学会は42名が参加し開催されました。 
   詳細はそれぞれの診断士会のHPをご覧くださ
い。 

●24年度総会 平成24年5月29日  

下記のように第3回定時社員総会が開催され
ました。 

 
日時：5月29日（金）14時40分～16時00分 
場所：ＪＣＩ １１Ｆ会議室 

・活動記録 （平成24年度）

Page 1 of 1日本コンクリート診断士会

2013/03/02http://www.jcd-net.or.jp/
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一般社団法人 日本コンクリート診断士会
訪問者

  

日本コンクリート診断士
会 
    事務局 
 
 〒185-0012 
 東京都国分寺市 
   本町2-23-3 
  

    
    E-mai :  
 info@jcd-net.or.jp 

Top → 組織 

 

 
 

 

・一般社団法人日本コンクリート診断士会組織表

注）※ 3名以上，20名以内 
  会員数（2012年8月末現在）
  学術会員：16名 
  正会員  ：894名 
  賛助会員：67名 
  法人会員：62社

・理事・監事
 

理事・監事 氏 名 所 属

 理事・会長  林 静雄  学術会員  東京工業大学教授

 理事・副会長  小野 定  東京コンクリート診断士会会長

 理事・副会長  佐藤 嘉昭
 NPO法人大分県コンクリート診断士会
理事長

 理事・企画部会長  田澤 雄二郎  東京コンクリート診断士会副会長

 理事・企画部会副会長  石川 裕夏  福井県コンクリート診断士会会長

 理事・技術部会長  奥田 由法  石川県コンクリート診断士会相談役  

 理事・技術部会副会長  有本 尚巳  鳥取県コンクリート診断士会会長

 理事・広報部会長  奈良 裕  青森県コンクリート診断士会会長 

 理事・広報部会副会長  長谷川 光弘  京滋コンクリート診断士会会長

 理事・会員担当  名倉 昭三  静岡コンクリート診断士会会長

 理事・会員担当  日堂 俊之  長野県コンクリート診断士会会長

 理事・会員担当  原田 隆敏  高知県コンクリート診断士会会長

 理事・会計担当  井田 豊  島根県コンクリート診断士会会長

  理事・会計担当   竹内 祥一  東海コンクリート診断士会会長

  理事・事務局長  毎田 敏郎  東京コンクリート診断士会事務局長

  監事  上原 泰正  北海道コンクリート診断士会会長

  監事  伊藤 司朗  新潟県コンクリート診断士会副会長 

Page 1 of 1日本コンクリート診断士会

2013/03/02http://www.jcd-net.or.jp/
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○
 本
会
入
会
の
申
し
込
み
は
、
各
地
域
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
」
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
地
域
に
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」
が
な
い
場
合
は
本
会
本
部
に
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
 会
員
は
、
本
会
の
事
業
活
動
に
あ
て
る
会
費
と
し
て
、
各

地
区
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」
の
規
約
に
よ
り
年
会

費
の
負
担
を
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
会
本
部
に
直
接
申

し
込
ま
れ
る
場
合
の
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
は
下
表
の
通
り

で
す
。

【
ご
注
意
】

（
1
） 
法
人
会
員
の
種
別
は
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
り
変
更
で
き
ま
す
。

（
2
） 
上
記
年
会
費
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ａ
会
員
は
５
名
、Ａ
会
員
は
３
名
、Ｂ
会

員
は
２
名
、Ｃ
会
員
は
１
名
以
内
の
正
会
員
ま
た
は
賛
助
会
員
を
希
望
す
る
支
部

に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
3
） 
登
録
す
る
地
区
の
会
の
個
人
年
会
費
と
差
が
あ
る
場
合
は
、
会
員
は
差
額
分

を
別
途
地
区
の
会
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
4
） 
本
会
の
事
業
年
度
が
開
始
さ
れ
た
月
に
年
会
費
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

（
5
） 
会
員
が
納
付
し
た
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
は
返
還
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
 当
法
人
か
ら
会
員
へ
の
連
絡
等
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
に
よ

る
連
絡
を
基
本
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
個
人
会
員
お
よ
び
法

人
会
員
の
連
絡
担
当
者
は
、
添
付
資
料
も
確
認
で
き
る
ア

ド
レ
ス
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
 「
入
会
申
込
書
」
は
、
当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ht
tp
:/
/w
w
w
.jc
d-
ne
t.
or
.jp
/

〒
1
8
5
-0
0
1
2
東
京
都
国
分
寺
市
本
町
2
-2
3
-3
 富
澤
ビ
ル
２
階

Te
l: 
0
4
2
-3
2
8
-0
3
3
7

Fa
x:
 0
4
2
-3
2
0
-5
5
0
6

E-
m
ai
l: 
in
fo
@
jc
d-
ne
t.
or
.jp

一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会

入
会
の
ご
案
内

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の

安 全 性 と 維 持 管 理 に 貢 献 す る た め に 、

全 国 の ス ペ シ ャ リ ス ト た ち が 、

今 こ こ に 、 結 集 し ま し た 。

 会
員
の
種
類
 

入
会
金
 

年
会
費

正
会
員
 

 
3
,0
0
0
円
 

3
,0
0
0
円

賛
助
会
員
 
 

3
,0
0
0
円
 

3
,0
0
0
円

法
人
会
員
 Ｓ
Ａ
 

 
1
0
0
,0
0
0
円

 
Ａ
 

 
5
0
,0
0
0
円

 
Ｂ
 

 
3
0
,0
0
0
円

 
Ｃ
 

 
1
0
,0
0
0
円

1
0
,0
0
0
円

w
w
w
.jc

d-
ne

t.
or
.jp

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.h
cd
-n
et
.jp
/ 

0
1
1
-7
8
0
-1
1
1
6

青
森
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.a
oc
d.
jp
/ 

0
1
7
2
-2
6
-0
5
4
1

新
潟
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.g
eo
ci
ti
es
.jp
/n
iig
at
ak
on
/i
nd
ex
.h
tm
l 

0
2
5
-2
3
2
-7
1
2
1

長
野
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/n
cd
.n
ag
an
o-
cd
.c
om
 

0
2
6
3
-9
2
-3
0
9
2

東
京
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/h
om
ep
ag
e2
.n
ift
y.
co
m
/T
C
D
/ 

0
4
2
-3
2
0
-5
5
8
5
 

石
川
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/i
sh
ic
on
.m
ai
n.
jp
/ 

0
7
6
-2
3
1
-8
0
1
1

福
井
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/f
cd
.g
r.j
p/
in
de
x.
ht
m
l 

0
7
6
6
-5
6
-1
2
3
4

静
岡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.s
cd
.g
r.j
p/
 

0
5
3
-4
1
2
-1
1
2
2

東
海
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/s
it
es
.g
oo
gl
e.
co
m
/s
it
e/
to
ka
ic
d/
 

0
5
6
4
-8
4
-3
1
2
1

京
滋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.k
sc
d.
jp
/ 

0
7
5
-9
3
1
-5
7
9
6

鳥
取
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.t
ot
to
ri-
ac
c.
co
m
/i
nd
ex
.h
tm
 

0
8
5
8
-2
6
-2
4
9
8

島
根
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/d
ac
s.
xx
x.
zm
x.
jp
/ 

0
8
5
2
-2
8
-0
0
6
2

高
知
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 

ht
tp
:/
/w
w
w
.k
oc
hi
-k
cd
.c
om
 

0
8
8
-8
2
4
-1
4
6
2

N
P
O
法
人
大
分
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
 
ht
tp
:/
/w
w
w
.g
eo
ci
ti
es
.jp
/o
it
a_
co
nc
re
te
do
ct
or
/i
nd
ex
.h
tm
l 
0
9
7
-5
0
4
-7
1
2
2

地
区
診
断
士
会
一
覧

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ
先（
電
話
番
号
）

設
　
　
立
　
平
成
2
2
年
7
月
2
3
日

法
人
登
録
　
平
成
2
2
年
9
月
6
日
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わ
が
国
で
は
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
、
道
路
、
ダ
ム
、
港
湾
、
鉄
道
、

建
築
物
等
の
社
会
基
盤
の
整
備
に
伴
い
、
多
岐
に
わ
た
り
多
く
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

が
構
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
劣
化
が
進
み
、
そ
れ
が
原

因
で
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
老
朽
化
し
た

大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
効
率
的
に
維
持
管
理
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
今
後
の
構
造

物
の
管
理
者
、
技
術
者
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、「
公
益
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
」

で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
制
度
を
創
設
し
、
既
存
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
体
を
対
象
と

し
た
、
劣
化
程
度
の
診
断
、
補
修
・
補
強
に
係
わ
る
専
門
技
術
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
試
験
に
よ
り
、
9
,０
２
０
名
※
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
診
断
士
を
社
会
に
送
り
出
し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。 （

※
2
0
1
1
年
３
月
現
在
）

　
資
格
を
取
得
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
は
、
全
国
に
地
域
ご
と
の
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
」
を
設
立
し
、
よ
り
一
層
の
社
会
貢
献
と
最
新
技
術
に
伴
う
最
高
の
技
術
力
と
資

質
の
向
上
を
目
的
に
、
勉
強
会
や
セ
ミ
ナ
ー
、
外
部
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
安

全
性
と
維
持
管
理
の
た
め
に
、
各
地
域
で
活
動
し
て
い
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」

を
強
力
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
・
組
織
的
な
連
携
を
全
国
規
模
で
実
現
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
技
術
力
と
資
質
の
向
上
、
社
会
的
信
用
・
地
位
の
向
上
、
構
造

物
管
理
者
へ
の
技
術
対
応
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
 「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
」と
は

公
益
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
が
認
定

す
る
資
格
で
、
平
成
１
３
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の

資
格
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会

が
実
施
す
る
試
験
に
よ
っ
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
診
断
・

維
持
管
理
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
高
い
技
術
を
保

有
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
登
録
さ
れ
た
者
に

与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
の
資
格
が
、
新
設
構

造
物
に
使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
・
製
造
・

施
工
に
主
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
こ
の

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
」
は
、
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
劣
化
の
程
度
を
診
断
し
、
維
持
管

理
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会

■
 「
一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」の
組
織
図

「
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
会
」は
、平
成
2
2
年
７
月
2
3
日
に
設
立
さ
れ
、同
年
９
月
６
日
一
般
社
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
 「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
」と
は

公
益
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
が
認
定

す
る
資
格
で
、
平
成
１
３
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の

資
格
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会

が
実
施
す
る
試
験
に
よ
っ
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
診
断
・

維
持
管
理
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
や
高
い
技
術
を
保

有
し
て
い
る
と
認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
登
録
さ
れ
た
者
に

与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関
連
の
資
格
が
、
新
設
構

造
物
に
使
用
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
・
製
造
・

施
工
に
主
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
こ
の

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
」
は
、
既
存
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

対
象
と
し
て
、
そ
の
劣
化
の
程
度
を
診
断
し
、
維
持
管

理
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

社
員
総
会

会
 長

監
 事

副
会
長

理
 事

理
 事

理
事
会

理
 事

技
術
部
会

企
画
部
会

幹
事
会

事
務
局

広
報
部
会

既 存 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 安 全 性 を 確 保 し 、

効 率 的 に 維 持 管 理 し て い く に は 、

調 査 ・ 診 断 等 の 専 門 技 術 を 有 す る 、

「 コ ン ク リ ー ト 診 断 士 」 の 判 断 が 、 必 要 不 可 欠 で す 。
（
１
）
正
会
員

正
会
員
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
資
格
を
有
す
る
者
で
、
本
会
を
運
営
す
る
た
め
の

役
員
・
委
員
等
に
就
任
す
る
こ
と
、
ま
た
事
業
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
学
術
会
員

学
術
会
員
は
、
本
会
を
運
営
す
る
た
め
の
役
員
・
役
員
等
に
就
任
す
る
こ
と
、
ま
た
、

事
業
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
法
人
会
員

法
人
会
員
は
、
本
会
を
運
営
す
る
た
め
の
委
員
等
を
派
遣
す
る
こ
と
、
ま
た
事
業
活
動

を
推
進
す
る
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
議
決
権
は
有
し
ま
せ
ん
。

（
４
）
賛
助
会
員

賛
助
会
員
は
、
本
会
診
断
士
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
年
会
費
を
負
担
す
る
者
は
何
人
も

入
会
で
き
、
事
業
活
動
に
は
参
加
で
き
ま
す
が
、
議
決
権
は
有
し
ま
せ
ん
。

正
会
員
 
：
 7
1
2
名

学
術
会
員
 ：
 
1
4
名

法
人
会
員
 ：
 
5
5
社

賛
助
会
員
 ：
 
5
7
名

事
業
内
容
と
主
な
活
動

会
員
の
種
類

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
技
術
力
と
資
質
向
上
の
た
め
の
情
報
提
供

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
の
社
会
的
地
位
の
向
上
・
処
遇
改
善
の
た
め
の

広
報
活
動

維
持
管
理
に
関
す
る
技
術
情
報
提
供

地
区
診
断
士
会
の
活
動
支
援

技
術
研
修
会

地
区
診
断
士
会
の
設
立
支
援

講
師
派
遣

診
断
士
受
験
支
援

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
を
官
公
庁
が
発
注
す
る
業
務
委
託
の
参
加
資
格
要
件
に
位
置
付
け
る

た
め
の
活
動

各
種
委
員
会
・
共
同
研
究
へ
の
参
加
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
に
関
す
る
新
技
術
・
新
材
料
の
整
理
・
評
価
な
ど
、

診
断
に
関
す
る
社
会
的
問
題
へ
の
対
応

構
造
物
管
理
者
等
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
技
術
対
応

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
に
関
す
る
点
検
・
診
断
、
補
修
・
補
強
、
維
持
管
理
に

関
す
る
事
業

会
員
数
（
2
0
1
1
年
7
月
現
在
）

構
造
物
管
理
者
等
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
技
術
対
応

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
に
関
す
る
点
検
・
診
断
、
補
修
・
補
強
、
維
持
管
理
に

関
す
る
事
業

コ
ン
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断
士
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と
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報
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供
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持
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理
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す
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技
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情
報
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士
会
の
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動
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援
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術
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修
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区
診
断
士
会
の
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立
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援

講
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遣
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断
士
受
験
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援
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ン
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会
的
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ン
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診
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を
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る
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加
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置
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め
の
活
動
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種
委
員
会
・
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同
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究
へ
の
参
加
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ー
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シ
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ッ
プ
の
開
催
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ン
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リ
ー
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建
造
物
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す
る
新
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術
・
新
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価
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ど
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断
に
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す
る
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会
的
問
題
へ
の
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応

高
架
橋
の
塩
害
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化

調
査
・
診
断

現
地
見
学
会

Ａ
Ｓ
Ｒ
被
害
状
況

コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士
受
験
対
策
講
座
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2012年度コンクリート診断士試験結果の概況

（2012年7月22日実施）

試験地 受験申込者 受験者 合格者 合格率（%）

札幌 490 393 40 10.2

仙台 506 398 66 16.6

東京 1,983 1,585 314 19.8

名古屋 726 601 89 14.8

大阪 833 649 132 20.3

広島 391 318 46 14.5

高松 223 179 19 10.6

福岡 973 779 105 13.5

沖縄 56 43 7 16.3

 

2011年度コンクリート診断士試験結果の概況

（2011年7月24日実施）

試験地 受験申込者 受験者 合格者 合格率（%）

札幌 610 508 89 17.5

仙台 395 315 46 14.6

東京 2,296 1,769 326 18.4

名古屋 831 683 124 18.2

大阪 1,082 848 139 16.4

Page 1 of 4Japan Concrete Institute HomePage

2013/03/02http://www.jci-net.or.jp/j/exam/shindan/result.html
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